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＊詳しくはスライド最後をご覧ください

学校法人桐蔭学園 理事長
桐蔭横浜大学 教授

学校法人河合塾 教育研究開発本部 研究顧問
東京大学大学院教育学研究科 客員教授

※本動画チャンネルは溝上が個人的に作成・提供するものです。
※公益財団法人電通育英会の研究委託を受けて行われています。
※本動画では字幕を付けていませんので、必要な方は「設定」で「字幕オン」にしてご利用ください。

桐蔭学園の探究（中等教育学校）
－「自己の在り方生き方と一体不可分な課題」の設定を支

える「承認印チャレンジ」の取組－
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郡司 直孝
ぐんじ なおたか

桐蔭学園中等教育学校 探究科主任・情報科教諭
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それではご覧ください



桐蔭学園中等教育学校　探究科主任　 
郡 司　直 孝  GUNJI Naotaka

「自己の在り方生き方と一体不可分な課題」の設定を支える
桐蔭学園中等教育学校「探究科（未来への扉：みらとび）」 

における「承認印チャレンジ」の取組



　桐蔭学園中等教育学校・探究科（総合的な学習/探究の時間）

桐蔭学園中等教育学校 探究科：「未来への扉（みらとび）」
探究の授業を通じ“自分の力で未来へ飛び立てるようになってもらいたい”という願いを込める 



　私たちが「探究科」で大切にしたいこと

「課題の設定」から「情報の収集」「整理・分析」を行い 
とりあえずの「答え」を導き出し 
「まとめ・表現」を行うまでを 

生徒が自律的に展開することができる

ミニ研究者を育てるのではなく 
自分の生活と自分の社会をよりよくする「市民」 

を育てる内容と展開を直接的に実現する



Unit１「気になること探究」 
（自分の興味・関心に基づく探究）

Unit２「青葉区探究」 
（青葉区の課題に基づく探究）

Unit４「ウェルビーイング探究」 
（自らの在り方生き方と一体的な課題に基づく探究）

Unit３「グローバル探究」 
（国内外の課題に基づく探究）

探究に必要となる25のスキル 
TOIN SKILLS

Chromebook / Google Workspace 
の導入と活用

デジタル・シティズンシップの 
育成に向けた学びの展開

データ

興味・関心

桐蔭学園中等教育学校全教員の関わり

自分と社会のウェルビーイングを追求する「市民」として 
自ら考え 判断し 行動できる18歳の育成

　桐蔭学園中等教育学校「探究科」カリキュラム



中等１年

中等２年

中等３年

中等４年

 Unit４：「ウェルビーイング探究」（自らのあり方生き方と一体的な課題に基づく探究） 

 Unit３：「グローバル探究」（国内外の課題に基づく探究） 

　 
 Unit２：「青葉区探究」（青葉区の課題に基づく探究） 

 Unit１：「気になること探究」（自分の興味・関心に基づく探究）

自分に関わる実生活や実社会の課題を 個人で 探究する

国内・世界規模で見られる課題を 他者と協働で 探究する

青葉区の課題を 他者と協働で 探究する

自分の「気になること」を 他者と協働で 探究する

中等５年

ウェルビーイング 
探究で追究したい 
問題や課題等を 
蓄積し続ける

・示されたテーマの中から自分の「気になること」に基づいた探究するにふさわしい課題を設定する 
・主に書籍や新聞、webページから収集・整理・分析した情報を根拠とした具体性ある自分の主張を表現する

・示された「青葉区の課題」に基づいた探究するにふさわしい課題を設定する 
・主に文献やインタビュー、アンケート、電子メールでの質問から収集・整理・分析した情報を根拠とした 
　具体性と実現可能性ある自分の主張を表現する

・教科等での学びや生活経験等に基づいた探究するにふさわしい課題を設定する 
・適切な方法で収集・整理・分析した情報を根拠とした具体性と実現可能性ある自分の主張を表現する 
・模擬国連に向けた取り組みを通して視座の転換を図り、学びの成果を模擬国連の場で表現する

・自分のあり方や生き方と一体的な課題を設定する 
・適切な方法で収集・整理・分析した情報を根拠とした具体性と実現可能性ある自分の主張を表現する

　桐蔭学園中等教育学校「探究科」カリキュラム



　「承認印チャレンジ」の前に
「自己の在り方生き方を考えながら、よりよく課題を発見し解決していく」 
　→「好きなこと」からではなく、「ネガティブな気持ちになる（なった）こと」から出発する



　「承認印チャレンジ」の前に
同じような「課題」が繰り返される（中高生は「睡眠」「暗記」「ゾーンに入る」が大好き） 
　→先輩の探究を「乗り越える」（同じ課題は「承認印チャレンジ」で認めない）



＊中等１～３年は教員２名（Step２まで）、中等４年は教員３名（Step３まで） 
＊授業担当者以外の教員も「承認印チャレンジ」に関わり、設定された課題や立案された仮説を 
　確認し承認印を押す役割を担う

　承認印チャレンジ



　承認印チャレンジ



　教員にお伝え・お願いしていること



　教員にお伝え・お願いしていること

　①生徒が自分たちの思っていること、考えていることを認識するため  
　②生徒が自分たちにはなかった視点を手に入れるため　に取り組みます

　生徒に口頭で説明させてください。教員は最後まで耳を傾けてください。

　生徒に問いかけてください 
【自己の在り方生き方と一体不可分な課題にするために】 
「なぜ、この課題の分野に関心を持っているの？」「この課題であなたに関係していることって何？」 

「この課題を突き詰めて考えると、どんな社会やくらし、あなたに役立つと思う？」 
「この課題で、あなたが大切にしている考えや気持ちは何？」

【自律的に探究を展開するために】 
「これはどうやって確かめるの？」「先行研究は読んでみた？」「アンケートは何人に実施するの？」

【具体的な探究とするために】 
「この言葉はどういう意味で使っているの？」「ちょっと取り組むことが多いんじゃない？」



　承認印チャレンジワークシートの工夫

　　　　　　　　　と　　　　　　　　　　　　　　を大切にする初発の思考 思考・試行錯誤の経緯

承認印チャレンジで「NO…」のたびに 
「課題と研究方法」だけのワークシートを渡して、貼り重ねていく



　承認印チャレンジを経た生徒の変化

「人が集まる道の駅を作るにはどうしたらいいか？」を考えたいです

横浜市に道の駅はあるの？

わかりません。調べてきます。 横浜市にはないみたいです。

そしたら「横浜市に『人が集まる道の駅』を新しく作るには？」
にして具体的な案を考えてみたら？

おもしろそうです！考えてみます！



　承認印チャレンジを経た生徒の変化

私、お母さんの実家の三重によく行くんですけど、 
そこの道の駅が気になるんです

おぉ、いいね。 
そしたら「三重の道の駅を元気にするには？」を考えたら？

考えてみます！



　承認印チャレンジを経た生徒の変化

私、お母さんの実家のことが気になってきました。

どういうことか教えてもらえる？

なるほど。 
そしたら、その問題意識を課題にしたらいいんじゃない？

お母さんの実家は食品問屋をやっているんですが、 
跡継ぎがいなくて困っているんです。

後継者のいない母の実家の食品問屋を 
発展させるためには何が必要か

※この課題への探究を通して、自分がこの課題の主体になれることを考える 
　→経営学部への進学を検討



　ありがとうございました
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